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第2世代

燃料電池フォークリフト

1.8tonデビュー

水素はCO2を一切排出しないクリーン
エネルギーです。環境負荷低減に大きく
貢献。

水素の充填は約3分で完了。電動フォーク
リフトで必要な充電などによる非稼動時間
を大幅に低減。

鉛バッテリー搭載の電動フォークリフトと
同等の、約8時間の稼動を実現。
ムダのない効率的な作業に貢献。

稼動時
CO2排出量ゼロ

一回の水素充填時間は
約3分程度

一回の水素充填で
8時間の稼動※1が可能

※1：JIS規格D6202:2011A-5で比較［55％稼動時（100％水素消費時）］ただしお客様の使用状況により異なります。

水素と共に、物流の未来へ

8FBE18
オプションカラー車

8FB25



水素1充填あたり1kW×15時間の
電力供給が可能で、電力供給源と
してご利用いただけます。（8FB25の場合）

CO2を排出しない
クリーンエネルギーを有効に活用し
地球にやさしい物流を
追求することを通じて
水素社会の実現に貢献していきます。

ＦＣフォークリフト

電気
水素

蓄圧器バッファタンク

ディスペンサ圧縮機

水素

水電解装置

太陽光発電

FCフォークリフトの導入には、燃料となる水素の確保と
それを供給するインフラの設備が必要となります。

FCフォークリフトは、外部給電機能を搭載

定置式水素充填設備 太陽光から水素を生産するグリーン水素設備
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FC車（グリーン水素）
電動車（グリーン電力）

2050年 カーボンニュートラルの実現に向けて
ＦＣフォークリフトをキーに水素社会構築へ貢献

グリーン水素：水素製造過時にCO2を発生させない再生エネ由来の水素

【前提条件】
稼働パターン：JIS D6202
エンジン車燃料消費測定パターン
年間稼働時間：
稼働率55％×10h/日×250日
原単位
ガソリン：2.32kgCO2/L
軽    油：2.58kgCO2/L
電    力：0.433kgCO2/kwh
                  （環境省公開情報）

kW hours

■  CO2排出量比較※イメージ（ガソリン車を100とした場合）
※Well-to-Wheel
　燃料採掘からエネルギー消費
　までの総計の考え方で算出

電動車
一般的な
系統電源

約70％
低減

約100％
低減

Carbon neutral

写真はイメージです
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〈無料修理の対象は保証書に示す条件の範囲内となります。〉

ボディカラーは撮影、印刷インキの関係で実際の色とは異なって見えることがあります。 
本リーフレット記載の数値は、標準仕様車による当社試験条件のもとでの値です。また、本仕様は改良のため予告なく変更することがあります。 

所在地 ／ 〒444-1393  愛知県高浜市豊田町2丁目1番地1

「Logistics & Forklift」、
 トヨタL&Fはあなたの物流ニーズにお応えします。


